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庫県のシルビアシジミ『壬
〃、

広畑政己

1． はじめに

東洋熱帯に広く分布する本種は、国内では南は南西

諸島から北は栃木県に至るまでその分布が知られてい

る。

ヒロオビミドリシジミ、キマダラルリツバメと並ん

で、兵庫県で最初に発見されたことから本県には縁の

深い蝶でもある。

人目につきやすい大型の蝶と違って、地味で小さい

上にヤマトシジミと類似しているので、 よく確かめな

いと混同しやすいが、ヤマトシジミとは(1)前翅中室内

に黒斑がないこと。 (2)前後翅裏面亜外縁の斑紋がくさ

び状になっていること。 (3)後翅裏面第6室の黒斑は第

7室の直下にあることなどから区別できる。また飛翔

力はヤマトシジミより弱く、表面裏面の色調も深いの

で、見慣れると飛んでいる姿からでも判断できる。

県下ではこれまで約60ヶ所の産地が報告されている

が、この度の調査で5ヶ所の新しい産地を発見した。

生息場所が河川の堤防や田畑の畦、池の土手などの明

るい草地で、 ミヤコグサが生育しているという指標が

あるので、ほとんど調べ尽されていると考えていたが、

5ヶ所にも及ぶ産地が発見されたことは予想外であっ

た。これは前述の通りヤヤトシジミに類似するので、

本種に巡り合う機会があっても採集されないことや、

地味でさほど美しくもないので、関心を持つ人が少な

いことに起因しているのではないだろうか。従って今

後よく調査を行えば、まだまだ生息地は発見されると

思われる。 しかし、従来の多産地で今は絶滅したと思

われる場所も各所で見られ、環境破壊が本種に及ぼす

影響も多大である。このように人為的影響によって衰

退する場合もあれば、逆に本種の維持につながる場合

もある。本稿ではこれらの要因と生態面で若干の知見

が得られたので、これまでに報告された既知産地と、

その後発見された新しい産地とを合わせて報告した次

第である。

まだ調査も不充分で、憶測で述べた部分も各所に見

られるが、今後本種の生活史解明の一資料として御活

用いただければ幸せである。

本稿を草するに当り、山本広一氏には既知産地につ

いて詳しく御教示いただいた。また、石井為久、入江

照夫、岩村巖、宇野正紘、尾崎勇、木下賢司、高橋寿

郎、吉田豊の諸氏には採集記録の提供を仰ぎ、助言を

いただいた。深く感謝申し上げる。

2． 分布について

食草の分布が広いということもあって、どこにでも

生息していそうな種でありながら、思いのほかその生

息範囲は少ない。

これまで確認されている生息地は、図1.の通り、県

下の南部に点在している。県下南東部の調査は行って

いないが、南西部の調査の結果では、既知産地の内、

現在も多数の個体が見られるのはごく一部の地域だけ

で、産地を数回訪れて成虫や卵を探しても本種を見る

ことができず、絶滅したと思われる産地が数ヶ所もあ

る。この要因は、 (1)手入れがされないので雑草が繁茂

し、 ミヤコグサが絶えた。 (2)生息地域の河川の堤防の

改修によって環境が破壊されたことなどが上げられる。
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図1.兵揮県に於けるシルビアシジミの分布
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市分布が局限される上に本種は飛翔力も弱く、行動範

囲も狭いので、このように一端環境が破壊され、食草

が一時的に絶えると、たとえ後に食草が生えることが

あっても再び本種の姿を見ることはできない。

千種川、加古川、夢前川などの河川下流の産地は、

コンクリートブロックなどによって堤防が改修され、

所によってはサイクリングロードや公園に転用されて

いる。また、市川、揖保川下流の産地も50cm～1mに

及ぶ雑草がおい茂り、 ミヤコグサも本種も見ることが

できない。

放置された宅地造成地などでミヤコグサが咲いてい

るのを見かけることがあるが、 2～3年もすればスス

キ、 ヨモギ、セイタカアワダチソウなどの植物や潅木

におおい隠され、いつの間にかその姿はなくなってい

る。

ミヤコグサの生育できる条件は、埴生が洪水で流さ

れたり、人為的な影響によって他の植物の生育が抑制

される明るい場所のようである。

農業が機械化される以前は、田畑は牛馬によって耕

され、河川の堤防や田畑の土手の草は重要な飼料とし

て使われていた。また農業に従事する人も多く、現在

雑草が繁茂しているところも、堆肥などをつくるため

頻繁に草刈りが行われていたので、 ミヤコグサの生育

地はもつと多く、これに依存している本種の生息地も

河川の堤防からその付近一帯の田畑の土手などかなり

広い範囲に及んでいたのではないかと思われる。現在

でも田畑の畦や池の土手は比較的手入がよく行き届い

ているが、本種の個体数が多かった河川下流の地域は、

前述の通り環境が一変し、確かな生息地は極めて少な

くなっている。

これまでに判明している採集記録を産地別に各々1

例づつ上げると次の通りとなる。

‘
（

〃北区道場町 一一一尾崎勇

〃 須磨区車字大道 1＄ 9Ⅷ1964三木進11）

〃 山田町 5）

〃摩那山 5exs --1960~1961一3）

西宮市夙川 1＄1字29Ⅷ－矢代学12）
尼崎市田能 数頭一一1978字野Ⅱ紘

川西市笹部 2＄3手中旬Ⅶ－中畔史鯉）
〃能勢一の鳥居 3＄4早 19Ⅸ1948吉阪道雄4）

西脇市市原 一一一吉田豊
〃津万 1＄ 5Ⅸ1958猪股涼-24）

〃武島山近辺の川原－9Ⅳ1961－－5）

〃西林寺 一一一一一24）

多可郡黒田庄町 一 一一一一一二4）
氷上郡春日町黒井 1＄ 7Ⅷ1952越知研一郎8）
〃氷上町生郷 多数 20W1952鯛研一郎8）

洲本市津田 19 11V1980広畑政己9）
〃安乎町 1＄1芋 1Ⅸ1951堀田久13）
〃 中河原町 1@ 3X1952堀田久13）
〃 下加茂 1＄1早一-1977浅田卓14）

〃千種 1f 8V1950吉阪道耀）

〃竹原 1ギ 15Ⅷ1951田中蕃1帥

津名郡北淡町富島－2Ⅷ1952趨剛研一郎15）
〃東浦町釜口 2$W11V1980広畑政已9）

〃澗略町松帆崎 13 10ml959中谷貴寿20）

三原郡繍町中山峠 231f lOml978近鯛申-14）
〃南淡町福良水源地29 9X1958中谷貴寿20）

（

<兵庫県下に於ける採集記録＞

27Ⅵ1963岩村巌1）

7Ⅸ1963西垣健治1）

10X1965岩村巖1）

13mr969粉引俊宏1）

27Ⅶ1976松村邦正'）

8Ⅶ1978広畑政己

20V1979広畑政己

8Ⅶ1978石井為久

16Ⅶ1978広畑政己

4Ⅶ1967唐土洋一2）

5Ⅷ1979広畑政己

3＄2￥

2$

19

1＄1竿

26$12早

1＄

2＄

1早

2＄

3＄8早

1$

赤穂市尾崎

〃野中

〃大津

〃 目坂

〃上仮屋新港

赤穂郡上郡町赤松

〃 〃神明寺

〃 〃市原

佐用郡上月町円光寺

相生市矢野町瓜生

竜野市東光寺
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前記以外で既知産地がまだあろうかと思われるが、

筆者の知る限りではこの通りである。採集記録の中に

久崎の地名がないか、 これは円光寺と思われるのでこ

こには記していない。 また姫路市東阿保は、岩村（19

61）の市l11堤防のことであり、 この他にも新地名を使

用しているところがある。

例記した記録はすべてが兵庫県南部の記録で、北部

からはまだ一編の報告もないが、円山川、出石川の堤

防にミヤコグサが生えているのを木下賢司氏が確認し

ておられるので、今後これらの地域から本種が発見さ

れることを期待したい。

近辺の田畑の畦は、 よく調査を行ったが、 ミヤコグサ

も本種も確認していない。それ以外の場所から飛来し

たことも考えられるが、生息地の状況から判断すると

火入れには遭遇したが、難を免れて生き残ったのでは

3.草刈りと火入れの影響
国

上郡町赤松の河川沿の田畑の土手は年数回の草刈り

が行われ、写真1.のように農道としてきれいに整備さ

れている。そして冬期には毎年消防団の手によって火

入れが行われているようである。それにもかかわらず

本種は健在で、 1978年～1980年にかけてその生息を確
認している。

一般的に食草が取り払われると悪影響を及ぼすもの

であるが、本種に関してはかえって草刈りが幸いして

いるようである。 このことは雑草が繁茂し、現在絶滅

したと思われる地域と、個体群の密度を維持している

手入の行き届いた地域の差となって現れている。

草刈')後の状況をよく観察してみると、 ミヤコグサ

は地面を這うように生えているので、刈り取られずに

残っているものも多く 、刈り取られた後にはすぐ．新し

い芽が出ている。草刈りによって卵は取り除かれるが、

成虫の発生がだらだらと続くので、 この新しい芽に好

んで産卵をしている。 また幼虫も食草を揺り動かすと

落下もするので、草刈りによって完全に生息地から本種

か取り除かれるということはないようである。

草刈りについては前述の通りであるが、問題は火入

れである。以前から火入れされてもなぜ個体群の密度

か低下したl)絶滅しないのかという疑問はもっていた

が、焼かれなかった場所から飛来したか、焼け残った

所にいた個体か見られるのだと考えていた。 ところが

1980年2月3日に当地を訪れた時、火入れが行われ、

本種が生息している約200mの土手は、写真2.のよう

にヒガンバナ、 ジャノヒケなど冬期に緑の葉を持つ植

物を除外すると、そのほとんどが焼きつくされ、本種

が絶滅したのではないかと心配していた。 しかし、同

年4月29日に同地を訪れて見ると、 まぎれもなく本橦

が見られ、それも1,2頭ではなく10数頭確認できた。

赤松での生息場所は約200m程の農道の土手だけで、

写真1 ．シルビアシジミの生息地

1979年8月5日 ・上郡町赤松

写真2.火入れ後の土手

1980年2月3日 ・上郡町赤松
L

写真3.ノチドメに静止しているシルビアシジミ

1979年8月5日 ・上郡町赤松
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